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、
いいまち合金夢のまち

， 

豊作に向かつて田植え始まる

5月18日、今年もさき金町トップをきり、鈴

岡下台の吉本富夫さんの田んぼで田植えが

始まりました。

雄大な、力スベ岳、メツプ岳を背!こ慎重

lこ田植機を運転する後継者の辰也さん。
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「ワ
1
ク
シ
ヨ
ツ
ヲ
い
ま
か
ね
」

『
光
の
里
生
活
寮
」

h
p
通
所
授
産
施
設

「
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
い
ま
か
ね
」

宅

企生活寮は学園の南側に建設され、利
用者定員は20名、個室12室、 2人部屋
4室となっています.現在16名の利用
者がおります.その他にも食堂やミー
テイング室などが完備されています。

之
之
を
ス
テ
ッ
プ
巴

ま
た
、
「
将
来
的
に
は
、
こ
の
授

産
施
設
を
ス
テ
ッ
プ
に
健
常
者
と

共
に
働
け
る
他
の
企
業
な
ど
に
就

職
し
て
ほ
し
い
。
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

授
産
施
設
に
は
寮
な
ど
か
ら
現

在
幻
人
(
椎
茸
8
人
、
パ
ン

9
人、

実
習
生

5
人
)
が
通
所
し
、
パ
ン

の
他
、
以
前
か
ら
学
園
と
共
同
で

枚
茸
の
生
産
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。椎

茸
栽
培
は
技
術
的
に
も
確
立

し
、
今
年
は
昨
年
よ
り

6
0
0
0

本
増
や
し

1
6
0
0
0
本
の
ほ
だ

木
に
植
菌
、
来
年
は
さ
ら
に
本
数

を
増
や
し

2
0
0
0
0
本
の
ほ
だ

木
に
植
菌
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
食
肉
加
工
や
圏
外
実

習
の
部
門
が
あ
り
ま
す
。

落
成

5
月
口
目
、

3
月
1
日
オ
ー

プ
ン
し
た
通
所
授
産
施
設
「
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
い
ま
か
ね
」
「
光

の
里
生
活
祭
」
の
落
成
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
大

倉
行
雄
理
事
長
か
ら
こ
れ
ま
で

の
苦
労
話
や
「
手
を
つ
な
ぐ
親

の
会
」
と
し
て
の
長
年
の
念
願

で
あ
っ
た
授
産
施
設
の
完
成
に

対
す
る
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し

た。
続
い
て
柴
谷
勝
俊
総
合
施
設

長
、
通
所
授
産
施
設
の
施
設
長

に
就
任
し
た
織
田
巌
施
設
長
が

緊
張
の
面
持
ち
で
挨
拶
し
て
い

ま
し
た
。• • |旧『た町天満I

庖舗に出巨

大
通
り
商
庖
街
振
興
協
同
組
合

(
橘
宣
雄
理
事
長
)
が
商
庖
街
等

活
性
化
先
進
事
業
(
北
海
道
の
補

助
事
業
)
と
し
て
、
旧
「
た
か
ら

や
天
満
」
の
庖
舗
を
改
装
し
、

7

月
上
旬
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

買
い
物
客
の
憩
い
の
場

庖
舗
内
に
は
、
土
産
品
、
地
元

特
産
品
、
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
い

ま
か
ね
」
生
産
品
の
販
売
コ
ー
ナ

ー
や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ

ま
す
。ま

た
、
休
憩
所
や
公
衆
ト
イ
レ

が
完
備
さ
れ
る
な
ど
、
買
い
物
客

や
患
者
パ
ス
利
用
者
の
待
合
所
と

し
て
気
軽
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

「
パ
ン
作
り
に
つ
い
て
は
、
職

員
す
べ
て
が
全
く
の
素
人
の
た

め
、
昨
年
の
日
月
か
ら
白
老
で
パ

ン
作
り
を
し
て
い
る
施
設
に
研
修

に
出
か
け
た
り
、
雑
誌
や
本
を
参

考
に
し
て
試
行
錯
誤
の
毎
目
だ
っ

た
。
食
材
取
引
業
者
の
指
導
者
に

来
て
も
ら
い
、
施
設
の
機
械
を
実

際
に
使
い
指
導
し
て
い
た
ふ
た
い
た

り
も
し
た
。
」
と
こ
こ
ま
で
の
経

緯
を
語
る
。

'"通所授産施設「ワ クショ
ップいまかね」の施設長とな
った織田巌さん

• • 

巨
輔
の
名
師
一
募
集
!

商
工
会
で
は
庖
舗
の
名
称
を
町

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
募
集
い
た
し

ま
す
。
募
集
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
商
工
会
ま
で

(8
2
0
7
2
4
)
 

現
在
作
っ
て
い
る
の
は
菓
子
パ

ン
が
数
種
類
と
食
パ
ン
。
生
イ
ー

ス
ト
菌
を
使
い
作
っ
て
い
る
食
パ

ン
は
特
に
む
ず
か
し
い
ら
し
く
最

初
の
内
は
失
敗
の
連
続
で
、
失
敗

し
て
も
ど
こ
の
過
程
で
失
敗
し
た

の
か
が
分
か
ら
な
い
の
が

一
番
の

悩
み
だ
と
言
う
。
パ
ン
は
無
添
加

で
合
成
保
存
料
は

一
切
使
っ
て
い

ιな
し作

業
は
午
前
日
時
頃
か

ら
開
始
し
、
パ
ン
が
出
来

上
が
る
の
が
午
後
4
時。

昼
食
前
に
と
要
望
も
あ
る

よ
う
で
す
が
、
今
の
設
備

や
職
員
の
体
制
で
は
む
ず

か
し
い
そ
う
で
す
。

「
目
標
と
し
て
は
、
デ

ニ
ッ
シ
ユ
や
フ
ラ
ン
ス
パ

ン
を
作
っ
て
み
た
い
」
と

意
欲
を
の
ぞ
か
せ

て
い
ま
し
た
。

〕qr』〔

之
之
で
買
え
ま
す

旧
「
た
か
ら
や
天
満
」
の
庖
舗

に
出
賠
す
る
ま
で
の
間
「
飯
田
呉

服
庖
」
に
は
火
曜
日
、
金
曜
日
に

国
道
向
か
い
の
「
フ
ラ
ワ
ー
」
に

は
、
水
曜
日
に
パ
ン
が
売
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
焼
き
た
て
な
の
で
お
い
し
い
」

「
無
添
加
で
安
心
し
て
食
べ
ら
れ

る
」
と
い
つ
も
心
待
ち
に
し
て
い

る
常
連
の
お
客
さ
ん
も
い
る
よ
う

で
す
。パ

ン
が
庖
に
届
く
の
は
午
後
4

時
間
山
分
頃
で
す
。

〕
司
べ〔



町民のみなさん
よろしくお願いします

ろう

郎 さん 51歳
いい
士
口

だ

田福

今金交番

巡査部長

4
月
1
日
付
で
、
今
金
交
番
に

単
身
赴
任
で
椅
任
し
た
巡
査
部
長

の
福
田
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

福
田
さ
ん
は
、
川
崎
歳
ま
で
森
町

で
生
ま
れ
育
ち
、
道
管
に
就
職
し

て
か
ら
は
、

札
幌
で
の
勤
務
が
多

く
、
ほ
と
ん
ど
が
交
通
事
故
の
係

と
し
て
勤
め
て
い
た
そ
う
で
す
。

札
幌
で
は
、
野
球
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
監
替
と
し
て
、
通
算
7

年
間
指
導
に
あ
た
り
、
少
年
団
員

の
中
か
ら
甲
子
園
球
児
も
誕
生
し

た
そ
う
で
す
。

着
任
し
て
か
ら

1
ヶ
月
が
た
ち

ま
し
た
が

今
金
町
の
印
象
は
?

「道
路
が
広
い
せ
い
か
、
大
変
ゆ

っ
た
り
し
て
い
ま
す
ね
。

土
地
の

区
画
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、
モ
ダ

ン
で
と
て
も
町
並
み
が
き
れ
い
で

す。

川
も
き
れ
い
で
、

水
道
水
が

浄
水
器
を
使
わ
な
く
て
も
お
い
し

い。」今
後
の
抱
負
は
?

「事
件、

事
故
の
な
い
住
み
良
い

町
に
し
た
い
。」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

気
さ
く
な
方
で
し
た
。

， 

と
て
も

(. ， 

;口検査内容 : 

: ① 呼吸器検査 ⑦ 腹部超音波検査 : 

: ② 心電図検査 ③尿一般検査 : 

: ③胃腸検査 ⑨腎機能検査 : 

: ④ 11干・隊機能検査 ⑩ I侃液一般検査 : 

・ ⑤ 脂質検査 ⑪眼底検査 E 

・⑥ 糖尿病検査 ⑫ 聴力検査 ・

. 他 .

受診してみませんか

(日帰り)短期人間ドック
受付は、いつでも行って

おりますので、どうぞお気

軽にお申込ください。

.---------------------. 
:口対 象 者 今金町国民健康保険に:

: 加入されている方 : 

:口対象年齢消j30歳以上の方 : 

:口受診 料 11，025円 : 

: 口受診病院 今金町国保病院 : 

: 口受 診 日 毎週火曜日・木曜日の ;

: 希望される日 ・

・-------------------_..
。お問い合わせ先 申込先 | 

総合福tru施設「としべつ」内 | 

保健福祉課国保係 poi'4'.t't:lIMl内線-

今
金
高
等
養
護
学
校
で
、
生

徒
逮
に
交
通
安
全
に
関
わ
る
活

動
を
通
し
て
、
ル
ー
ル
を
守
り
、

安
全
に
歩
行
す
る
態
度
を
身
に

つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
交
通
安

全
教
室
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
金
交
番
の
松
井
所
長
の
話

を
熱
心
に
聞
い
た
後
、
ダ
ミ
l

人
形
を
使
い
、
飛
び
出
し
事
故

や
大
型
車
の
巻
き
こ
み
事
故
の

状
況
を
、
実
際
に
ト
ラ
ッ
ク
走

ら
せ
再
現
し
ま
し
た
。

ダ
ミ

l
人
形
が
ひ
か
れ
る
瞬

間
に
は
思
わ
ず

「キ
ャ
l
」
と

生
徒
遠
か
ら
悲
鳴
が
あ
が
り
、

交
通
事
故
の
恐
怖
を
感
じ
て
い

た
よ
う
で
し
た
。

オヲンヲ、公園肉の
]ミを一揖!

槍山、渡島、後志管内の

7町村24温泉施設で

スタンプラリー開催中!

re:叶Je: h 
売賓と・場って きとね!

今
金
保
育
所
の
ひ
ま
わ

り
組
目
名
に
よ
り
、
さ
け

の
稚
魚
が
後
志
利
別
川
に

放
流
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
稚
魚
は
、
北
檎
山

町
字
丹
羽
に
あ
る
「
ひ
や

ま
漁
協
瀬
棚
ふ
化
場
」
で

人
工
ふ
化
し
た
も
の
を
、

「清
流
保
護
の
会
」
の
皆
さ

ん
に
よ
っ
て

4
1
5
叩
ま

で
育
て
ら
れ
た
も
の
で

す。• e 

このスタンプラリーにはお得なプレミア付温泉入浴券

(3， 000円分の入浴券が2，700円)もあります。

詳しくは、 商工観光課まで

今
金
幼
稚
園
の
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ

の
お
母
さ
ん
達
が
、

5
月
げ
日
子

ど
も
の
事
故
ゼ
ロ
を
願
い、

町
内

約

1
0
0
ヶ
所
に
「
と
ま
ろ
う
」

と
恐
か
れ
た
足
型
を
設
世
し
ま
し

た。
子
供
た
ち
の
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
も
、
大
人
の
方
も
「
と

ま
ろ
う
」
の
足
型
の
前
で
は
立
ち

止
ま
り
ま
し
ょ
う
。

(4J 

5
月
凶
日
早
朝
、
ピ
リ
カ
塾
(
佐

藤
雅
美
塾
長
)
の
方
々
に
よ
り
、

オ
ラ
ン
ダ
公
圏
内
(
デ
・
モ

l
レ

ン
か
ら
東
側
)
の
ゴ
ミ
拾
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
咲
く
梅
の

花
や
公
園
で
遊
ん
だ
り
す
る
人
達

に
、
も
っ
と
気
持
ち
よ
く
花
を
見

た
り
、
遊
ん
で
も
ら
い
た
い
と
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

-""宿泊.t.... A'l~Jョiìft f:"!L "'去らj~"-丙"'，.
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J ¥雲町
~北海道三大あんどん祭り~

第18圃J¥.山・行列

• .ー-ー「
拍槍山町

『浮島公固まつり』
時

瀬棚
~荻野吟子記念潮翻町
医癒1!ンターオーヌン~

町

-日時 6月20日(*) '1'1圭7時30分
相当;公開出発

6月21日{水) 午佳 7時30分
八雲町世t'~出発

※「炎ースクラム光る汗~今限りなく宵存」
八型町の一大イベノト『八古山事行列J.ね

ぷた絵やアニメキャラクタ をデザイ/にそ
れぞれH 掛けなど、工夫を躍ら~た24台の山
*が参加を予定しており本町筒匝mのメイ
ンストリートなどを賑やかに締り!j>きます。
ご家肱ーご友人とご一緒にお楽しみ下さい。

・ぉlれlい台わせ先 岡実fj'要員会(八雲町公

民館内)801376-3-3131 

6月25日(日)

午前11時~

.日
-場

6月1日より、「荻野吟子記念瀬
棚町医療センター」オープンします。

医療センターには、国民健康保険
医科診療所、国民健康保険歯科診療
所訪問看護ステ ション、デイケア
センター(通所リハビリ施設)が設置
されます。
診療所には、 16床の入院施設やリ

ハビリ専用施設を備えており 、その l
ほかにも CTスキャンやレントゲン l
装世のほか、各種の医療機器を設備 l
しております。 I

ぼ
く
の
学
校

金
原
小
学
校
六
年

西

雪

雄

太

く
ん

ぼ
く
の
学
校
は
、
児
童
数
日
人

の
小
学
校
で
す
。
今
金
町
の
山
奥

に
あ
る
金
原
と
い
う
小
さ
な
地
域

に
あ
り
ま
す
。

ま
わ
り
は
州
や
水
田
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
秋
に
な
る
と
稲
は

黄
金
色
の
い
い
色
に
な
り
ま
す
。

春
は
桜
が
さ
い
た
り
し
て
、
と
て

も
き
れ
い
で
す
。
ま
た
、
み
ん
な

の
家
の
そ
ば
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ

う
、
金
原
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
農

業
が
主
な
の
で
す
。

4
月
に
新
し
い
仲
間
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
「ど
ん
な
人

が
く
る
の
か
な
」
と
前
の
日
に
思

っ
て
い
ま
し
た
。

長万部町
~ 毛が I ;:: ~ 激安販売~

No.26 ]リド-JL交涜ネットワーワ陪報

文成町
~太田神社例文書高~

@開骨H日 6月27日(火)

~28 日(水)

-場所太田神社特設会場

合海上渡御・郷土芸能披露・歌謡シ

ョー・花火大会など、催し物が盛

りだくさん。

※道南五大箆場のひとつ太田山。

航海の安全の守り判lとして、古

くから信仰され、毎年多くの参

拝者が訪れています。

熊石町
1本足のツリーハウスはお子さんに大人気

『熊石町青少年旅行柑』
ひらたない漏泉あわびの湯に隣

接した道南屈指のキャンプ場。広
大な芝生におおわれ、ほどよく点
在する樹木が爽やかな木陰をつく
り出します。
テニスコートやパットパットゴ

ルフなどの施設やバーベキューコ .
ーナー・ケビンなどテントを張っ l
ても、日帰りでも一|分満足いただ l
けます。 I
・お問い合わせ先 l 
管理棟 801398-2-3716 

.おじゃまんべ毛がl乙.
毛がに、かにめしの激安販売、毛

がに早食い競争、宝さがしゲ ム、
毛がに争奪船ひき大会など、楽し

いイベン卜盛りだくさんです。
また、かにのてっぽう汁も無料

で用意しておりますので、家族そ
ろってお越し下さい。

・開催日 6 月 17 日 ~18 日
.場所ふれあい公園

l・ぉF!???手実lT~~ ~ 801377-2-2270 

• ー'

ま
ず
最
初
に
新
入
生
を
紹
介
し

ま
す
。
今
年
の

1
年
生
は
、
と
て

も
元
気
が
あ
り
、
い
つ
で
も
元
気

な
男
の
子
で
す
。
新
入
生
が

一
人

だ
け
な
の
で
「
も
う
少
し
新
入
生

が
多
い
ほ
う
が
い
い
な
」
と
思
い

ま
し
た
。

そ
し
て
、
ま
た
新
し
い
仲
間
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
度
は
転
校

生
で
す
。

2
年
生
が
二
人
で
、
双

子
の
女
の
子
で
す
。

一
人
は
、
足

が
速
く
て
、
い
つ
も
笑
顔
の
女
の

子
で
す
。
も
う
一
人
は
、
元
気
が

あ
っ
て
し
っ
か
り
も
の
の
女
の
子

で
す
。

一二
人
目
は
、
双
子
の
お
姉

さ
ん
で
、
妹
の
め
ん
ど
う
み
の
い

い
5
年
生
の
女
の
子
で
す
。
ぼ
く

は
、
こ
の
転
校
生
と
「
今
年
も
楽

し
く
遊
べ
る
か
な
」
と
思
っ
て
い

ま
す
。

勉
強
時
間
が
終
わ
る
と
、
み
ん

な
は
体
育
館
で
遊
び
ま
す
。
最
初

の
こ
ろ
は
、

一
年
生
が
、
な
か
な

か
み
ん
な
の
と
こ
ろ
に
入
っ
て
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
ぼ
く
は

「楽
し

い
か
ら
入
っ
て
来
い
」
と
言
い
ま

し
た
。
す
る
と
一
年
生
が
少
し
緊

張
し
な
が
ら
体
育
館
に
入
っ
て
来

て
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
本
当

に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て

去
年
か
ら
や
っ
て
い
た
氷
お
に
を

や
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
る

と
、
教
頭
先
生
も
体
育
館
に
来
て

遊
ん
で
く
れ
る
の
で
す
。

ぼ
く
は

ピ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

新
入
生
や
転
校
生
が
、
学
校
の

事
や
ぼ
く
た
ち
の
事
を
早
く
知
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
ぼ
く

も
転
校
生
や
新
入
生
と
楽
し
く
会

話
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

(6) 

所浮島公園
(北袷山Jll)字愛知)

合うまいサフォーク肉と、うきし
まワインに舌鼓をうって、楽し

い一日を過ごしませんか。
古ウオークラリー、カヌー試乗会、

歌謡ショー、お楽しみJ由選会な
どnrし盛りだくさん。

・お問い合わせ/北袷山間]観光協

会 (801378-4-5406)

外国人の不法滞在、

不法就労防止のお願い
ここ数年、 日本での就労等を目的とした外国人

が数多く入国し、不法残留者も増加しております。

主主察では関係機関と連携し、

口不法滞在外国人による、殺人や強盗など凶悪事

件の防止

ロ来日外国人が、事件事故の被害者にならないよ

うにする防犯保護活動

口外国人の適正雇用に向けた、雇用主への働きか

け

などを行っていますので、

。不振な外国人の居住や稼働

<>沿岸や港付近で不振な船や車両

などを見たり、聞いたりした時は瞥察に連絡して

下さい。皆さんのこ協力をお願いいたします。

北槍山瞥察署 801378-4-6110 

警外l
ご ?固目
理 不 労 人 目

解 法 働 労 目

と就条働 E
ご 労 件 者 E
協 の の の 目

力防確週目

を 止 T果正目

!にとな目

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
国
に

お
い
て
は
毎
年
6
月
を
「
外
国
人

労
働
者
問
題
啓
発
月
間
」
と
定
め

各
種
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
業

主
の
方
々
を
は
じ
め
道
民
の
皆
様

に
は
、
外
国
人
労
働
者
の
適
正
な

就
労
の
促
進
と
不
法
就
労
の
防
止

等
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1
6
月
は
「
外
国
人
労
働
者

問
題
啓
発
月
間
で
す
。

1

一
般
に
外
国
人
労
働
者
は
、
日

本
語
や
我
が
国
の
労
働
慣
行
に
習

熟
し
て
い
な
い
こ
と
等
か
ら
、
就

労
に
当
た
っ
て
各
種
の
ト
ラ
ブ
ル

等
を
生
じ
て
い
る
ほ
か
、
不
法
就

労
者
も
依
然
と
し
て
高
水
準
で
推

移
し
て
お
り
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ

l
ク
函
館

(
函
館
公
共
職
業
安
定
所
)

8
0
1
3
8

2

6

0
7
3
5
 

内
線
4
4
1

• • 打1

7月 2日(日)

午前 9時(登山開始)

美手1)i可(カニカン岳登山道入口)

無料

6月末日

『お申し込み・お問い合わせ先』

C今金山岳会 青木隆

801378-2-0267 

0今金町総合体育館

801378-2-2026 

2っTみま
時

く〉場所

<>参加料

く〉申込期限

O日

俳 句
士花2石C初雪五?
旨必占蹴け鳴き月:

リョ つやI 雨よ
ユて 小五ゃ

いツ萌E康2被ひ
tク黄ぎあ J 爆T
Zものれの
t軽t~jドば 1自ち
2くね次言 に

遠主る待ま も
出で春2た折t
か暑号る鶴Z
なし も

芳梅阪斉

賀村井藤

あ直みみ
き
え子 え ち

同相へ利月

〕7
 

〔



新規学校卒業者の求人はお早めに!

平成13年 3月新規学校卒業者(中学 ・高校)の求人

申込は、 6月20日から受付を開始いたします。

新規学校卒業者の多くは地元での就職を希望してお

りますが、 地元企業の求人の遅れから多くの若い人材

が地元を離れて就職しています。

企業や地域を活性化させる若年労働力の確保のため、

早期に採用計画を立てて、早めにハローワーJクへ求人

申込みされますようお願いいたします。

また、昨年4月の改正男女雇用機会均等法の施行に

より、男女別募集ができなくなりましたのでご注意願

います。

なお、新規学校卒業者(中学 ・高校)に係る選考日

程等は、下記のとおりとなっております。

記

1 新規中学校卒業者に係る選考日程等

(!) 求人受付開始 6月20日から

(21 求人頭(控)の交付 7月 i日から

(31 推的 ・選考開始 12月1日から

2 新規高等学校卒業者に係る選考日程等

(!) 求人受付開始 6月20日から

(21 求人禁(控)の交付 7月i日から

(31 推i筒H仙台 9月5日から

(41 選考開始 9月16日から

※詳細つきましては、ハローワーク函館

職業相談第2部門{学卒担当)

CBOI38-26-0735 内線449)

へお問い合わせ願います。

税務職員募集

札幌国税局では、税務職只を募集しています。

人事院が実施する国家公務員採用 亜種試験

(税務)の最終合格者の中から採用されますが、

採用試験の概要は次のとおりです。

。受験資格

l昭和55年4月2日からl昭和58年4月1日ま

でに生まれた方。

ハ口
l
ワ
l
つ
か
ら
の

お

知

ら

せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。な

お
、
北
槍
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
般

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
平
成
ロ
年

6
月
分

6
月
沼
田

(水
)

午
後
1
時

1
午
後

5
時

6
月明日
日

(
木
)

午
前

9
時

1
ロ
時

。
連
絡
先

[北
槍
山
職
業
相
談
室
]

8
0
1
3
7
8

4

5

7
2
4
 

[
ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
函
館
]

8
0
i
3
8
1
2
6
1
0
7
3
5
 

{
ハ
ロ
ー
ワ

l
ク
八
雲
}

8
0
1
3
7
6
1
2
1
2
5
0
9
 

。試験の程度

高等学校卒業程度

。受験申込受付期間

6月21日(水)から6月28日(水)までの問• • 

消
費
税
R
M
び
旭
町
消
費
税

は
肱
ず
則
限
肉
納
付
を
!

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
、

「
消
費
者
か
ら
の
預
か
り
金
」
と

も
言
え
る
税
で
す
。

定
め
ら
れ
て
い
る
期
限
ま
で
に
、

申
告
・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情

の
あ
る
場
合
は
、
お
早
め
に
税
務

署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

。
八
雲
税
務
署

総
務
課
管
理
徴
収
担
当

8
0
1
3
7
6
1
3
1
2
1
4
8
 

屋
国
丹
広
告
制
凡

l
凡
を

ご

存

じ

で

す

か

?

6
月
、
9
月
は

屋
外
広
告
物
ク
リ
ー
ン

強
調
月
間
で
す

i
ル
l
ル
を
守
っ
て

美
し
い
ま
ち
並
み
景
観
を

1

。申込用紙など詳しい問い合わせ先は

札幌国税局人事第二記長人事専門官

CBOll-231-5011内線2315)又は最寄りの税

務岩の総務課にお尋ねください。

北
海
道
で
は
危
害
の
防
止
と
美

観
風
致
の
維
持
の
た
め
広
告
物
の

管
理
の
徹
底
に
努
め
て
お
り
ま
す

が
、
毎
年
6
月
1
日
か
ら

6
月
初

日
ま
で
と
、

9
月
1
日
か
ら

9
月

初
日
ま
で
を
「
屋
外
広
告
物
ク
リ

ー
ン
強
調
月
間
」
と
定
め
、
美
し

い
ま
ち
並
み
や
風
円
以
を
保
つ
た
め

に
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
行
っ
て
い
ま

す。
ル
ル
に
し
た
が
っ
て
、
北
海

道
の
景
観
を
守
り
、
み
ん
な
が
住

み
や
す
い
環
境
を
実
現
す
る
よ
う

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
に
は

原
則
と
し
て
知
事
(
槍
山
支
庁

長
)
の
許
可
が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
は

。
槍
山
支
庁

経
済
部
建
設
指
導
線
主
査

8
0
1
3
9
5
1
2
1
1
0
1
0
 

4・I..AII‘4‘

ト
海
津
環
境
保
全
推
進
週
間

混
ぴ
海
上
環
場
事
犯
一
斉
取
締
ま
り

旬

Y
圃翌日
H
小、

'uum削

j
i
l
-
-
'
t、
1
1』

瀬
棚
海
上
保
安
署
で
は
、
海
洋
環
境
保
全
思
想
の
普
及

と
海
上
環
境
法
令
の
尊
主
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

本
年

6
月

5
日
(
月
)
か
ら
同
月

U
日
(
日
)
ま
で
の
間

を

「海
洋
環
境
保
全
週
間
」
と
し
て
、
海
上

・
海
岸
へ
の

燃
料
油
の
流
出
防
止
、
廃
材

・
漁
網
等
の
投
棄
物
の
適
正

な
処
理
に
関
す
る
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

↑q
E
E
m
u土
日
k
v
m川

目

1
1
7
1
行
取
締
ふ
り

ま
た
、
引
き
続
き
本
年
6
月
ロ
日
(
月
)
か
ら
幻
日
(
水
)

ま
で
の
問
、
海
上
環
境
事
犯
一
斉
取
締
ま
り
を
実
施
し
ま

す。
海
は
、
交
通
、
通
商
.
漁
業
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る

ほ
か
、
人
々
の
生
活
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
海
は
、
工
場
排
水
、
船
舶
か
ら
の
排
出
油
等
、

海
水
浴
場
・
釣
り
場
の
空
き
缶
等
に
よ
り
汚
染
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。

海
を
利
用
し
海
に
遊
ぶ
我
々

一
人

一
人

が

美

し

い

海

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

「一一

《
瀬
棚
海
上
保
安
署
》

ι-

(8) 

。受験申込先

人事院北海道事務局

〒060-0042

(札幌市中央区大通西12丁目

札幌第三合同庁舎)

• • 

.目I;::~~;喜.rj~:ln碍護軍II膏TME23E事理司阿・
し斗

社会福祉協議会だより 12・5・10
民光の虫学園 ~lf闘 社会縞祉協議会への多額のご寄付
ご厚意ありがとうございました。

一(敬祢略)

《函館市》 中 ヰす ;!;!i 子

ずfnIt 村 監 神丘 老人ク ラ ブ

《也J萌市》 木 島 光 男

佐 藤 光 制t 内ヶ島 京 子

《帯広市》 大 松 春 男

木 下 ザ11 紀 飛 弾 トヨノ

夕、 保 佳 キ~ 栗 城 {政 量産

《長万部町》 鶴川小学校児童会

出 J)< 1青 子 Z告 木 忠、

《上ノ国町》 4λ ， 商 庖

大 谷 松 三 郎 佐 !iIi 勇 f官

《今金町》 大 倉 啓太郎

金原老人クラブ 官民S 回 成

藤 井 亮

あなたの勇気・

どうぞわたしたちにお話を。
• • 

通常では体験し得ないようなひどい出来事

(幼児虐待、 家庭内暴力、性的暴力、ストーカ一、

誘拐、強浴、強姦、死亡 (重傷)交通事故等の

犯罪被害)に遭遇したり 、目撃したりして悩み、

苦しんでいるあなた。

もう、これ以上ひとりで悩まないでください。

つらい気持ちをうちあけて、新たな一歩をふ

み出すために、お気軽にご相談ください。

北槍山警察署生安係

84- 110 
性犯罪被害・少年相談i-...:番|
フJーダイヤし 1 

8120-77-11 

〕nu 〔



第283号

(重点目標)

困圃固凪
家い

熱庭山Iつ
意 や の で
を学歴も
も 校 史
つ、やど

て 地 自 こ
、域然で

自 社 ・も
ら会文
楽 の 化 誰
しきをで
くず大も

社会教育

だより
『
滋
び
ぽ
』

ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
を
買
い
揃
え

て
キ
ャ
ン
プ
に
行
く
。

ー
ク
や
リ
ゾ
ー
ト
に
出
か
け
る
。

テ
ー
マ
パ

い
つ
の
間
に
か
私
達
の
余
暇
は
、

お
金
を
か
け
て
用
意
さ
れ
た
遊
び

を
す
る
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
中
で
日
常
生
活
に
根
ざ
し
た

「
遊
び
」
を
通
し
て
、
自
分
だ
け
が

楽
し
む
の
で
は
な
く
家
族
や
仲
間

に
も
そ
の

「遊
び
」
を
分
か
ち
、
何

か
を
つ
く

っ
た
り
、
育
ん
だ
り
、

理
解
す
る
楽
し
さ

・
充
実
感
を
共

有
す
る
な
ど
、

「昔
遊
び
」

ま
た

「
リ
ハ
ビ
リ
」
「食
」
な
ど
暮
ら
し

も
取
り
白
院
を
-
つ

を
辿
か
に
す
る
こ
と
や
よ
り
良
い

地
域
を
つ
く
る
為
に

「遊
び
・
遊

び
心
」
が
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ

て
い
る
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の

「遊
び
心
」
と
い
う
の
は
学

校
・
家
庭
・
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

・

福
祉
で
は
老
人
介
護
の
場
面
等
で

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
物
事
を

強
制
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
わ
り

の
人
が
受
け
取
り
ゃ
す
い
よ
う
に

工
夫
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ

の
工
夫
に
よ
っ
て

「楽
し
さ
」
「
う

れ
し
さ
」「
飽
き
」
な
ど
の
感
情
が

生
ま
れ
る
の
で
す
。

最
近
、
腎
少
年
の
事
件
が
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
与
え
ら

れ
た
生
活
(
遊
び
心
が
な
い
生
活
)

に
よ
り
、
心
の
余
裕
が
な
く
な
り

引
き
起
こ
し
た
様
な
気
が
し
ま
す
。

家
庭

・
地
域
の
輸
を
再
度
見
つ
め

直
し
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
み

ん
な
で
子
供
達
に
伝
え
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

， 

t・• 

親
7
7
ふ
れ
あ
い
事
業
j
体
験
農
園

は
や
<
大
き
く
な
j
れ

!

た
作
物
や
土
の
感
触
や
匂
い
は
、

し
っ
か
り
と
五
感
に
刻
み
込
ま
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

現
実
と
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ

ィ
ー
(
仮
想
現
実
)
の
区
別
が
つ

か
な
い
と
言
わ
れ
る
現
代
っ
子
。

直
接
体
験
の
機
会
が
極
端
に
少
な

く
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
家
庭
用
ゲ

l
ム
機
や

パ
ソ
コ
ン
の
普
及
率
と
精
度
に
比

例
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
り
ま

す
。
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
る
子

供
た
ち
へ
の
笹
鎚
は
、
今
金
で
も

例
外
と
は
言
え
な
い
時
代
が
来
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

幼
稚
園
で
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り

体
験
、
八
束
小
学
校
で
の
学
校

回
、
金
原
小
学
校
の
動
物
飼
育
な

ど
、
町
内
の
教
育
現
場
で
も
、
机

上
の
学
習
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、

今
金
ら
し
い
様
々
な
体
験
活
動
の

取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

昔
、
原
つ
ぱ
に
寝
そ
べ

っ
て
感

じ
た
雑
草
の
ひ
ん
や
り
と
し
た
感

触
、
む
せ
る
よ
う
な
土
の
匂
い
。

身
近
な
自
然
と
戯
れ
な
が
ら
感
受

性
監
か
な
子
供
た
ち
を
育
み
た
い

も
の
で
す
。

ぐ
ず
つ
い
た
天
候
が
気
に
な
っ

た
連
休
明
け
。
久
し
ぶ
り
の
陽
気

と
な
っ
た
5
月
凶
日
(
日
)
。
冬
の

問
、
眠
っ
て
い
た
体
験
段
闘
に
緑

の
息
吹
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
参

加
川
フ
ァ
ミ
リ
ー
、

2
歳
の
幼
児

を
は
じ
め
犯
人
が
総
出
で
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ナ
ス

ビ
、
思
い
思
い
に
持
ち
寄
っ
た
作

物
を
拙
植
え
付
け
ま
し
た
。
小
さ
な

手
で
シ
ャ
ベ
ル
を
操
る
子
供
た

ち
。
手
助
け
を
す
る
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
。
真
っ
黒
に
な
っ
た
子

供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
泥
ん
こ
遊

び
の
気
分
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
の
日
ば
か
り
は
叱
ら

れ
ま
せ
ん
。
き
っ
と
、
直
に
触
れ

'n 
切
に
し

な
を
深
め

健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

(
聞

い
一
一
辺
町

j
b

る議怠~壱J鍾咽

竿

秤

{
さ
お
ば
か
り

〈文化財探訪48)

竿
秤
は
俸
秤
と
も

よ
び
、
て
こ
の
原
理

を
応
用
し
た
も
の
で

す
。
目
盛
り
を
付
け

た
竿
の
片
方
に
ひ
も

を
付
け
、
そ
こ
を
支

点
と
し
て
、
そ
の
先

に
量
る
物
を
下
げ
、

私
た
ち
の
生
涯
学
習

も
う
一
方
の
重
り
を
動
か
し
て
、

竿
が
水
平
に
な
っ
た
時
の
目
盛
り

を
読
ん
で
重
さ
を
量
る
と
い
う
も

の
で
す
。

重
い
荷
物
を
量
る
大
型
の
も
の

か
ら
、
日
常

一
般
家
庭
で
用
い
る

小
型
の
も
の
ま
で
あ
り
、
円
単
る
時

に
物
を
載
せ
る
肌
の
付
い
た
も
の

も
あ
り
ま
す
。
写
真
の
大
型
の
も

の
は
森
林
管
理
セ
ン
タ
ー
よ
り
、

小
型
の
皿
の
付
い
た
も
の
は
湯
元

豊
子
さ
ん
か
ら
こ
の
た
び
寄
贈
さ

れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
他
に

生
糸
に
用
い
る
絹
秤
や
、
砂
金
秤

な
ど
特
殊
な
用
途
の
も
の
が
あ
り

今
回
は
川
の
活
性
化
や
地
域
の

仲
間
づ
く
り
に
様
々
な
計
画
を
立

て
て
活
動
し
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な

野
球
チ

l
ム
(
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
)

代
表
佐
藤
政
己
さ
ん
(
大
和
町
)

の
仲
間
違
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
初
名
で
結
成
.

9
年
目
を
迎
え
自
営
業
・会
社
員
・

町
職
員

・
教
員
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
む
メ
ン
バ
ー
で
す
。
他
町

に
は
な
い
、
こ
よ
な
く
野
球
を
愛

し
、
実
に
肩
の
凝
ら
な
い
気
の
良

い
メ
ン
バ
ー
で
す
。

こ
の
仲
間
た
ち
の
共
通
点
は
、

①
幾
つ
に
な
っ
て
も
野
球
が
好
き

". '. 

今

金

町

教

育

研

究

会

皆
さ
ん
は
こ
の
研
究
会
を
ご
存
校
陸
上
競
技
大
会
、
小
学
校
交
流

じ
で
し
た
か
。
町
内
の
先
生
た
ち
球
技
大
会
な
ど
、
お
馴
染
み
の
事

が
教
育
研
究
を
進
め
る
た
め
に
昭
撲
で
す
。

和
臼
年
に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
す
。

。
平
成
は
年
度
の
役
員
は

教
科
、
領
域
合
わ
せ
て
ロ
の
サ
会
長
赤
泊
償
児
(
今
金
小
)

l
ク
ル
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
副
会
長
野
呂
慾

一
(
今
金
中
)

l
ク
ル
が
研
究
テ
ー
マ
を
も
ち
、
副
会
長
斎
藤
敬
(
今
金
中
)

町
内
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
と
、
事
務
局
長

中
山
秀
悦
(
今
金
小
)

た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
身
に
つ
監
事
大
口
貢
(
花
石
小
)

け
さ
せ
る
た
め
、
研
究
を
推
進
し
監
事
五
十
嵐
淳
一
(
金
原
小
)

て

い

ま

す

。

主

な

事

業

と

し

て

監

事

米

谷

淳

(

今

金

中

)

は
、
社
会
科
町
内
見
学
、
社
会
科
。
事
務
局
は
今
金
小
学
校
で
す
。

施
設
見
学
、
音
楽
交
歓
会
、
小
学

町
民
学
級
生
募
集

平
成
ロ
年
度
開
設
さ
れ
て
い
る

町
民
学
級
は
左
記
の
は
学
級
で

す
。
「
生
涯
学
習
社
会
」
に
対
応
し

て
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
意
思
と

判
断
で
取
り
組
む
学
習
活
動
の
展

附
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な
り

た
い
方
は
各
学
級
主
事
ま
た
は
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
電
話
で

(
2
3
4
8
8
)
お
尋
ね
下
さ

し

《平成12年度開設町民学級》

町民学級名 学級主II!名 電話番号

実 手11 河大口 薗 3-7400

花 石大口 貫 3-7208

中 里馬場智 子 2-1267 

1草 川婦人 高僑融子 2-0675 

今金醐人会 挽間リカ 2-0012 

今金小学校 赤，自慎児 2-0445 

栄葺サークル 石井瑠聖子 2-1456 

鈷岡柵人 白岩悦子 2-2341 

八菜畑人 本庄属平 2-1940 

壷原小PT A 堀内武融 2-4181 

金原婦人 {雰腫鹿子 2-2934 

盟 図鈴木一雄 2-3050 

〕ハU1
 

〔
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ま
す
。

参
考
文
献

「北
海
道
の
民
具
」

(
北
海
道
新
聞
社
刊
行
)

②
エ
ラ
l
は
っ
き
も
の
、
勝
敗
に
拘

ら
ず
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
こ
と

③
飲
ん
で
楽
し
く
語
り
合
う
こ
と

④
町
活
性
化
の
た
め
に
、
何
ら
か

の
形
で
協
力
す
る
こ
と

⑤
人
生
の
先
輩
と
し
て
、
よ
き
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
仲
間
で

あ
る
こ
と
、
の

5
つ
で
す
。

野
球
の
ほ
か
パ
1
ク
ゴ
ル
フ
、

ボ
ー
リ
ン
グ
、
雪
合
戦
等
楽
し
く

が
H
P
 

や
っ
て
い
ま
す
。

ポ

幾
つ
に
な
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ
を

愛
し
続
け
、
仲
間
と
共
に
附
の
活

性
化
の
た
め
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

}す

【

b
R
-

まH
V
 

4
日
間
近
隣
町
村
中
学
校
野
球

な

大
会

9

∞

他

民

グ

に豆
酉

ラ
ン
ド

zZ

5
日
間

管
内
男
女
共
同
参
画
プ

劃

ラ
ン
理
事
会

・
代
表
者
会

守

議

江

差

町

忽

8
日
附
道
民
ス
ポ
ー
ツ
桧
山
夏

聞

季
大
会
今
金
町
実
行
委
員

夜

会

問

∞

総

合

体

育

館

や

ω日
出

1
1
日
間
全
道
よ
さ
こ

淵

い
ソ

l
ラ
ン
ま
つ
り

奇

ロ
日
開
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
実
技

不

研
修

ω
∞

総

合

体

，パ

育
館

す

凶
日
附
省
内
社
会
教
育
委
員
述

内

絡
協
議
会
研
修
会
江
差
町

町

時
日
附
道
立
図
啓
館
巡
回
移
動

5

図
書
北
桧
山
町

5

n
a附
少
年
の
主
輩
出
山
支
庁

寸

地
区
大
会
大
成
町

2

初
日
幽
少
子
化
対
策
事
業
『
デ

;

フ
-
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー

批

カ
ガ
ミ
マ
ル
』
公
演

9

麗

日
出
総
合
体
育
館

談

【

T
R
》

相

1
日
出
町
内
小
学
6
年
生
交
流

印

事
業

な

2
日
間
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

・
め

(
パ
ン
サ
イ
ド
高
校
受
け
入

ゆ

j
-E・
ぃ
!

れ
事
業

(
U
日
ま
で

)

'

U



介
護
者
の
方
の
負
担
を
少
な
く
し
、

高
齢
者
の
方
が
機
能
を
維
持

・
向

上
で
き
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
や

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉

制
度
の
紹
介

・
相
談
も
お
受
け
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
こ

連
絡
く
だ
さ
い
。

今
金
町
の
お
と
し
よ
り
の
状
況

高齢化率
24.4% 

健診を受けて明るい健康づくり

「
吉
南
齢
化
社
会
」
と
い
う
言
葉
も

す
っ
か
り
聞
き
な
れ
芝
昨
舎
で
す

が
、
合
金
町
で
の
状
況
は
ど
の
よ

う
巳
な
っ
て
い
る
の
か
を
今
回
は

説
明
い
た
し
ま
す
。

状
況
で
す
。
高
齢
者
の
い
る
世
帯

数
が
1
2
1
8
世
耕
あ
り
、
こ
の

う
ち
単
身
高
齢
者
世
帯
数
は
2
1

8
世
帯
、
2
人
と
も
臼
歳
以
上
の

世
帯
数
は
2
6
3
世
帯
と
な

っ
て

い
ま
す
。

単
身

・
夫
婦
世
帯
数
は
高
齢
者

の
い
る
世
帯
の
ぬ

・
5
%
を
占
め

ま
す
。
高
齢
者
の
い
る
世
帯
で
も

核
家
族
化
が
進
み
、
家
庭
で
の
介

護
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

特
別
養
慾
老
人
ホ

i
ム
や
老
人

保
健
施
設
、
長
期
入
院
し
て
い
る

方
が
1
8
6
人
ほ
ど
い
ま
す
。

高齢者人口1.744人

zf 
12弓

守a
両用
末語

100 
人

一4
人
に
1
人
ガ
高
齢
者

一
(
平
成
什
年
叩
月

1
日
)

在
宅
し
て
い
る
方
で
ホ

l
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
な
ん
ら
か
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
方
は
1
0
0
人
ほ
ど

い
ま
す
。

在
宅
介
畿
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

今
金
町
の
人
口
は
7
1
5
7

入
、
高
齢
者
が
1
7
4
4
人
、
高

齢
化
率

M
・
4
%
と
ほ
ぼ
今
金
川

民
4
人
に

l
人
が
高
齢
者
と
い
う

• 

， 

• 

実施金時

lm h 

無医地区巡図書療(耳鼻科)

込内e今み健後tgaがヲ叱受〈診療ηにで傑隠すま.しで必てご怯ず週絹"と下予しさ約ペL巾tコ.ι 3 
全住民 14: 20-14 : 50 韓合福祉施設内保陸センター

無医地区巡回齢療(限科)

寧守惟』轟，づt畳e〈‘障睡りにで踊闘すま.しでて4ご3且はず週且『予約申L
M 14: 20-14: 50 " h内hみ 『としベつ』

健 踊下さいー

3歳児他1"診:I't 生佳3歳2.3.4ヶ月児 6円12日(月) 龍合福祉施設内保田センター

股I見Uiii脱臼検査 生後4ヶ月児 6月13日(火) 八雲保健所今金支所

乳児他診 生後4.7.10.12ヶ月児 6 fJ 19 日 (~) 総合福祉施設内毘世センター

すくすく子育てダイヤル 6月21円(水) 総合福祉施設

1議6ヶ月児健康診査 生後 1歳 6. 7ヶ月児 7月10日(月) 総合福祉施設内保地センター

古購医J~ I~巡川 IU~r.tご利用のJîへお願い合
*畳静申し込み予約臨康保険証老人医時畳給古証 (70才以上の方)をお忘れになりますと八主総合嗣院の事務がスム ズに週ばなくなりま

すので.ご協力をお願い申しあげます.
*無医地区巡回酷僚は病院の拍車費と同じです.

合ツ巨 B CG予防j~曲 6月26日- (詳細は広制いまかね5月号に紀蝿しております.ご参照ください.お問い合わせは下記まで.) 

〈予約申し込み ・問い合わせ先〉
位台前祉施設としべつ 保陣福祉課髄雌づくり官、 (~.世話) 2-2780 

V
申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
先

総
合
福
祉
施
設

「
と
し
べ
つ
」
内

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

(8
2
2
7
8
0
)
 

65~74歳

14 0% 1， 001人

今金町の人口構成

2， 549人

40~64歳

35.6% 
• • 

カ
忘
れ
ら
れ
て
い
た
結
核

か
つ
て
「
国
民
病
」
と
言
わ
れ

て
い
た
結
核
も
良
い
薬
が
出
来
、

国
を
上
げ
て
対
策
に
取
り
組
ん
だ

結
果
著
し
い
改
善
を
理
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
世
間

で
も
結
核
の
存
在
が
忘
れ
ら
れ
が

ち
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

A
H

結
核
緊
急
事
態
宣
言

し
か
し
、
平
成
9
年
頃
か
ら
こ

れ
ま
で
減
少
を
続
け
て
き
た
新
規

患
者
発
生
数

・
権
患
率
と
も
に
噌

加
に
転
じ
、
更
に
病
院
学
校
で

の
結
核
集
団
感
染
が
多
発
し
、
薬

が
効
か
な
い
多
剤
耐
性
結
核
菌
の

出
現
等
の
問
題
も
大
き
く
な
り
、

つ
い
に
平
成
日
年
7
月
初
日
に
厚

生
省
は
「
結
核
緊
急
事
態
宣
吾一一口」

を
発
表
し
早
急
に
対
応
を
図
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
状
況
を

明
言
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

カ
結
核
と
は
っ

結
核
菌
を
排
菌
し
て
い
る
結
核

患
者
が
咳
を
し
た
時
に
飛
び
散
る

菌
を
吸
い
込
ん
で
感
染
し
ま
す
。

肺
以
外
に
も
肯

・
関
節

・
問H
臓
等

の
織
田
市
に
も
病
巣
を
作
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
治
療
は
ほ
と
ん
ど
薬
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で
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
特

に
乳
児
は
母
親
か
ら
結
核
に
対
す

る
免
疫
は
も
ら
う
こ
と
が
出
来
な

く
、
抵
抗
力
も
弱
い
の
で
、
重
症

に
な
り
や
す
く
後
泣
症
を
残
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

台
乳
幼
児
の
B
C
G
接
種
の
必
要

性
に
つ
い
て

B
C
G
予
防
接
種
は
た
と
え
結

核
に
感
染
し
て
も
発
病
し
な
い
よ

う
に
す
る
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
個

人
差
が
あ
り
削
%
予
防
で
き
る
と

は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
結
核
の

重
症
化
は
高
い
確
率
で
予
防
で
き

ま
す
。

B
C
G
予
防
後
程
は
、
核
種

の
前
に
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

を
行
い
川
崎
時
間
後
に
判
定
し
陰
性

(
結
核
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
こ

と
)
の
人
の
み
に
行
い
ま
す
。
今
金

町
で
も
6
月
末
か
ら
ツ
反
・
B
C
G

接
種
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
対

象
年
齢
内
で
未
接
種
の
方
は
こ
の

機
会
に
接
種
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
予
防
接
種
の
日
程
は
広

報
い
ま
か
ね
5
月
号
の
み
ん
な
の

健
康
の
欄
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
参
照
下
さ
い
。

ま
た
、
転
入
さ
れ
て
き
た
方
は

今
金
町
の
予
防
接
積
の
受
け
方
な

ど
ご
説
明
し
ま
す
の
ご
連
絡
下
さ

い

。

(

健

康

づ

く

り

係
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廷後のアイドル

風雅ちゃん

交通事故死ゼロ日数

282日目で

ストップ! ‘原田
(平成9年 8月4日生まれ)

東町 原田恭臣さん尚美さんの長男

【親から】

風雅はくるまが大好きで働くくるまは

全部いえます。

最近タイムレンジャ (ピンク)に夢

中です。

毎日大好きなお風自にタイムピンクと

一緒に入ります。

4
月

μ
目
、
国
道
2
3
0

号
線
で
自
転
車
と
普
通
乗
用

車
に
よ
る
交
通
事
故
が
発
生

し
、
自
転
車
に
乗
っ
て
い
た

方
が
お
亡
く
な
り
に
な
る
と

い
う
、
大
変
痛
ま
し
い
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
、

今
金
町
の
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

日
数
は
、

2
8
2
日
目
で
ス

ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

， 

朋 恵ちゃん

(平成10年 1月7日生まれ)

高美町谷馨郎さん、 春子さんの長女

【親から】

歌とおどりが大好きな“ともちゃん二
将来は、今のすなおな気持ちをなくさ

ず、みんなにすかれるようなアイドルに

なってほしいです。

砂谷
考書倉町の

窓辺事蹟発生状況
4月発生 4月末現在
3件 6件
1名 l名
3名 16名

発生件数
死 者数
傷者数

※ss運動(スピードダウン シートベ
ルト着用)で交通事故を未然に防ごう l

交通事故死ゼロ日数 6日

町

一)矧河三股

彦)東

++や住民の動態
4月末現在

liij月対比

7， 086人( 46) 

3，417人( 34) 

3，669人 12)
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87-2470 
82-0221 

84 -5011 
82-0057 

休日当番医
6月4日 瀬棚町国保医科診療所(瀬 棚)

11日 今金町立国保病院(今金)

18日 道南ロイヤル病院(北槍山)

25日岩間 医院(今金)

( 7月分については予定です)

7月2日 北槍山立国保病院(北倫山) 84-5321 
9日今金町立国保病院(今金) 82 -0221 
16日 道南ロイヤル病院(北姶山) 84-5011 

※当帯医が邑きょ変更となる場合がありますので、ご了承下さい。

※診療時間

午前l日時から正午まで

午後 l時から 3時まで

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
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)八幡町章5月2日(保護者

固 いつまでもおしあわせに

"~谷 員一義さん(日 進)ニ守田小児科外来の診療時間変更について
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ー お くやみもうしあげます

伊藤守雄さん 4月24日

佐藤ハナヱ九 4月27日

古川辰雄九 5月 1日

本田 トメ子さん ら月 6日

野田 さくのさん 5月9日

佐藤はせほさん 5月12日

金 j畢竹治郎九 5月15日

小児科外来は、毎週月 日程日と水曜日の午後からの診

療となっておりますが、次の期日については、診療開

始時間が午後2時以降に変更となりますのでお知らせ

いたします。

6月12日(月)

6月19日(月)

7月10日(月)

(今金111]立国保病院)

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

5月15日受付分まで

http・//www.hakodate.or.jp/imakane/
(14) 

今金町ホームページ


